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「流 れる」 という動詞 の意味 ・用法を記述 しよ
うとすると,用 例 として 「川が流 れている」のよ
うに 「川」 を用いるものが しば しば出て くる。 そ
こで 「流れる」 との関連で 「川」 の意味を詳 しく
考察 したところ,「川」を多義 と考 えないと諸用法
を うまく説明で きないことが明 らかとなった。っ
まり 「川」 は 〈地上 の帯状の くぼ地〉 とい う場所
的な要素 と,〈そこを流れる水〉という内容的要素
の二 っが合わ さ った もので ある とい うことであ
る。 この元 には人間のそ うい う認知があることは
言 うまでもない。通常 はその二要素が同時に認 め
られるが,「 日照 りで川が澗れた」とい う時 は,流
れる水が一時的に消滅 していて,場 所 だけが残 っ
ているわけである。「曲がりくね った川」という時
は,場 所 としての 「川」 の形 に心的な焦点 が合わ
されており,「流れの速 い川」とい う時 は,内 容 の
水流の方に焦点が合 わされている。 このよ うな心
的焦点 の移動によって生 じる多義性を何 らかの形
で記述 しなければな らない。場所 的要素を`L'で







ここで示 したL,Cは 認知要素に類する もので
あり,意 味格ではないので,そ の点 を区別 して示
すために,文 型 を記述す るために用 いる[]の
代 わ りに 〈 〉 を用いる。
ここで参考のために 「川」にっいて国語辞典の
記述を調べてみた ら,こ の二っの要素 をめ ぐって
三通 りの扱 いがなされていることが分か った。
1.場 所要素のみを取 り上げている辞典:
(代表例)「 広辞苑」 地表の水 が集 まって流れ
る水路。
この型 に属す る辞典:岩 波国,旺 文詳,角 川必,
新選国,新 潮現,大 辞泉。
II,内 容要素 のみを取 り上げている辞典:
(代表例)「 学研大」 地表の水が(多 量 に)集
まって,く ぼ地 にそ って流れているもの。
この型に属す る辞典:学 研現,現 例解,大 辞林,
日国大。
工II.場 所 と内容の両方 を取 り上 げている辞典:
「三省堂」 地上を,広 くしぜん と流れる水(の
道)。
「新明解」 地上の くぼんだ所へ集 まって,自 然
に流れ,海 ・湖 などに注 ぐ水(の 道)。
この第III型 が理想 に近 いものである。 第II型
では 「水が澗れた川」 の説明が難 しい。
「流れる ・流す」の現象素
自動詞 「ながれる」 と他動詞 「ながす」 に共通
の現象素を最初に示 してお く。 この現象素 には,
前節で触れた二 っの認知要素に加えて,流 水に押
し流 される物体`0'(=object)を 示 してお く。
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L[-C→0]
「流 れ る ・流 す」 の現 象素
〈L>は 川や水道管 のよ うに細長 い空間のことも
あ り,「ゆかの上を水が流れる」のように平面の こ
ともあ り,ま た 「海 を海流が流れる」 のように液
体 の三次元的広 が りのこともある。川 や水道管 の
よ うな限定 され た空間 の場合 はその内容 であ る
〈C>が 別個 に考 え られ るが,海 のよ うな場合 は
〈C>は 認め られない。
「流れ る ・流す」の諸用法 は大 き く物理的な移
動を表す基本的用法 と,そ れに基づ く比喩的な用
法 に分 けられ る。まず,「流れ る」の基本的用法か
ら見てゆ く。
「流れる」の用法と認知文型
「流れ る」は移動 を表す動詞の一つで ある。移動
体 は流動体であ り,気 体 ・液体 ・粒状体が普通で
あるが,拡 張用法 として,長 い時間幅か ら見た場
合の 「氷河」,繁 華街 の人の群れ,製 造工場での多
数の製品群などに も用 いられ る。移動の様態 は川
の流れのように 〈滑 らか〉であるのが特徴的であ
る。
次 に 「流れ る」 に見 られる異 なった文型を見 る
が,文 型 が異 なれば表面的に多義が生 じる。 なお
ここで は今 までと違 って,意 味格 の代わ りに認知
要素 に基 づいて区別 してゆく。
(1)川 が流 れている。<LCがV>
意味格に基づいて文型 を記述すれば[対 象格+
動詞]と な る。「川 が澗 れ た」 とい う表現 で は,
「川」 は場所 に焦点が合 わされて,〈L(C)〉 とな っ
ていると考える。「澗れ る」とい う動詞 の主体 は水
分 であ るが,そ の点 を説明するために 〈(C)〉は残
しておかなければならない。
(2)大 水で橋が流れた。〈(L)Cで0がV>
認知要素か ら言 うと,「川」と 「橋」は異な って
いて,「 川」が 〈LC>で あるのに対 して,「 橋」は
〈0>で ある。「大水で」は原因を表 しているが,認
知要素 としては 〈L(C)〉である。つまり 「(川を流
れる)人 水」が橋 を流 したのである。 このように
見て くると,従 来の意味格 とは異 なる認知要素 と
い うものを認める必要があることが明 らかとなっ
て くる。
(3)こ の海 域 は氷 山が流 れ てい るので,付 近 を
航 行 す る船 舶 は注意 が必 要 で あ る。 〈Lを
0がV>
「海域 」 は 「は」 が付 いて主題 化 され て い るが,
本 来 は 〈Lを 〉 であ る。
か くして,表 面 的 に は同 じ 「…を …が流 れ る」
で も,認 知 要素 に基 づ く認知 文型 で は三 つ の異 な
る文 型 が認 め られ る ことにな る。
(i)川 を水 が流 れ る。 〈Lをcが 〉
(ii)川 を ごみが流 れ る。 〈LCをoが 〉
(iii)海 を氷Li」が流 れ る。 〈Lをoが 〉
<L>に 付 く助 詞 と して は 「を」 が多 いが,「 に」
の こ と もあ る。以下3例 は 『現 用例 』 か らの もの
で あ る。
(1)川 に は ごみが た くさん流 れ て いた。
(2)重 い荷物 をかっ いだ少年 の額 には,み るみ
る汗 が流 れ だ した。
(3)父 親 は,自 分 の息子 の体 に,生 まれ なが ら,
画 家 の血 が流 れ て い るの を知 って いた。
「を」と 「に」の違 い はそれぞ れの助詞 の機 能 の
違 い に還 元 され るが,「 に」を用 い る場合 は,「 が」
で示 され る もの の 〈存 在〉 を示 す ことに重 点 が あ
り,「 を」を用 い る場 合 は 〈動 き〉の方 に重 点 が あ
る と言 え よ う。
「流れる」の比喩的派生義
「流れ る」の比喩的派生義 にっいてはいろいろ




具体物 が派生先 であ る場合 は さ らに二分 され
る。ひとつ は流体 〈C>に よって移動させ られる対
象物 〈0>だ けが取 り上 げ られ,流 体が考慮外にあ
る場合であ り,も う一つは流体が流体以外の物 に
変え られている場合で,こ の場合対象物 は存在 し
ない。
1.流 体は存在せず,対 象物のみが流体のよ う
に移動す る場合。
(1)私 は流れ流 れて九州 の果てまで来 ました。
対象物は人間であり,は っきりした目標を持つ
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ことな く,運 命のままに移住を繰 り返 してきたこ
とを意味す る。この意味で は,「流れ流れて」とい
う表現 を取 るのが普通 であるので,こ れは連語 と
して取 り出 して記述す ることもできる。
(2)赤 ん坊 は流れた。(=流 産 した)
(3)質 に入れていた時計 は流れた。
(4)会 は流れた。(二 成 立 しなか った)




(1)の 打球 は一見対象物 く0>の ように思え るか
もしれないが,実 はそうではなく,ボ ールその も
のが流体 〈C>に 擬せ られていると見 るべきであ
る。その流れ る,つ ま り飛 ぶ筋道 が風 の影 響 に
よって期待す る方向をはずれたことを意味 してい
る。
(2)テ レビの具合が悪 く,画 面 が流れ る。
B.抽 象物への派生義
抽象物 が流動物に擬せ られる場合,流 動 という




[類例:憶 測 ・思惑 ・観測 ・情報]
(2)〈 低い方へ移動 して行 く〉怠惰に流れ る。
[類例:安 易 ・華美 ・贅沢]
(1)の 「噂 ・憶測」な どはいずれ も情報 に属す る
ことであり,情 報 は人か ら人へ と線条的に伝 わる
ものであるので,「流れる」という線条的移動動詞
を用いるのは理 に叶った ことである。(2)は,水 が
低 い方へ流れ るように,人 間が道徳的に見て低 い
方 向に向か うことを言 う言 い方である。
IV.時 間的な場合e〈 継続す る〉
(1)時 が流れ る。
(2)こ の作品 の底 には退廃的な思想が流 れて
いる。
(3)音 楽が流れている。
「流れ る」な どの移動動詞 にはつねに時間 の経
過 が伴 って いるので,そ れを利 用 した用法で あ





以上 に 「流れる」の多義的用法を分析的 に示 し
たが,や や煩雑 にな ったきらいがある。そ こで,
比較的に簡潔な記述 を示す 『三省堂』 の記述を元






①a「 涙が頬 を流 れる」
(比喩)
2「 道路は順調 に流れてお ります」
(抽象化)礁
II.〈 流動体の中を物 が〉








(一 点)艇繋 晦 」
「流れ流れて九州へ」
「怠惰 に流 れる」
①aは 「頬 を」 という場所格表現を伴 う場合 と
して付 け加えた。① と④,⑤ と③ のように横線で
結ばれているものは,ほ ぼ同 じ用法であることを




他動詞形 「流す」で は 「流 れる」に対 して さら
に 〈動作主〉(A=Agent)と いう認知要素 が加わ
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上 図中,〈A→C>,〈A→0>は 動 作主 の働 きか け
を示 して い る。
(la>土 管 に水 を流す。 〈LにCをV>
(1b)道 路 に水 を流 す。 〈LにCをV>
(1a)の 「土 管」 は水 道管 ・パ イ プな どと同 じく
水 を流 す ための空 間 で あ り,そ れ に対 して 「水」
はC(内 容)の 関係 に あ ると言 え るが,(1b>の 「道
路」 は水 な どを流 す た めの平 面 とは言 えず,道 路
に対 す る 「水 」の関係 は厳密 に言 え ばCと は言 え
な い。 それで は0と 言 え るか とい うと,そ うと も
言 えな い。0はCと い う流体 の力 によ って流 され
る物 とい うの が拙 見 で の 考 え 方 で あ るか らで あ
る。いま は(1b)の 「水」 は(1a)の 拡張 用法 と考 え
てお く。
(2)汚 水 を池 に流 す。〈CをGにV>(G=goal)
は表面 的 に は(1)と 同 じく 「… に… を」 の文 型 を
示 すが,「 池」は認 知要 素 と して は汚 水 が流 れて い
く到 達点 で あ るか ら,〈G>と 分 析 され,(1)と は異
な った文 型 を持 っ と考 え る。
(3)罪 人 を島 に流 す。 〈0をGにV>
(3)は 表面 的 に は(1),(2)と 同 じで あ るが,「 罪
人」 は 〈0>で あ り,(1>,(2)と は異 な る認 知文 型
を持 っ。(3)で は表 現 され な いのが普通 で あ るが,
「海上」 とい う 〈L>が 裏 に存在 して い る。手 段 の
表 現 と して 「舟 で」,「舟 に乗 せ て」 な どが用 い ら
れ る ことが あ る。 この場 合,舟 は海 上 を移動 す る
流動 体 〈C>に 準 じて い る物 で あ るか ら,舟 を通 じ
て海 上 とい う 〈L>が 間接 的 に認知 されて い る と
言 え る。 っ ま り,裏 に ひそ む認 知文 型 を完全 に表
記 す る な らば,〈0をLCを 手 段 と してGにV>
とな る。
(4a)人 水 が橋 を流 した。 〈Cが0をV>
この場 合 「橋」 が0で あ るので,Cの 背 後 に川
とい うLが 存在 して い るこ とにな り,認 知 要素 を
全 部表 記 す る と,〈(L)Cが0をV>と な る。
(4b)川 が ごみ を川 下 に流 す。 〈(L)CがOをG
にV>
(4b)は(4a)に 準 じる文型 で あ り,「川 」はC(川
の水)を 指 して お り,「 川下 」 とい うG(到 達点)
が表 現 され て い る。 同 じく 「川」 が用 い られ てい
て も,次 の文型 で は(4)と は異 な る使 わ れ方 を し
て い る。
(5a)う っか りボー トを川 に流 して しま った。
〈0をL(C)にV>
この場 合,「 川 」 は川 の水 とい う流動 体Cよ り
も場 所Lと して の川 を指 して い る。 この場 合 の
「川 に」 は到達 点Gと 考 え られ ないか とい う疑 問
が湧 くか も しれ ない。 しか し,こ の場合,放 って
お けば ボー トは川 とい う場 所 を ど こまで も流 れて
行 く状 態 に あるので,到 達 点 と考 えな い方 が よ い
で あ ろ う。 この こ と は次 の(5b)を 併 せ 見 る と
は っ き りす るであ ろ う。
(5b)灯 籠 を川 に流 す。 〈0をLCにV>
この場 合,「 灯 籠」は川 を ど こまで も流 れて行 く
ことが期 待 され てお り,到 達 点 は特 に意識 されて
いな い。
ここで念 のた めに 「汗 を流 す」 は二 っ の異 な っ
た文型 に相当 す る ことに触 れてお きたい。 その一
つ は 「汗 」が流 動体Cに あた る場 合 で,体 内か ら
多量 に分泌 された 「汗」 そ の ものの肌 の上 の移 動
を指 す。もう一 っ の文型 で は,「汗」は対 象物0に
当 た り,肌 の上 に す で に存 在 す る 「汗 」 を別 の
湯 ・シ ャ ワー な どの流 動 体Cに よ って取 り除 く
ことを指 す。
「汗 を流す」(1)〈 発汗 す る〉 〈Cを 流 す〉
(2)〈 汗 を洗 い落 とす〉〈0を 流 す〉
(2)と 同 じ状 況 を表現 す るの に 「背 中 を流 す」と
言 うこ とが あ るが,こ れ は 〈Lを 流 す〉で あ り,さ
らに異 な る文型 に相 当 す る。 この 「汗」 を指 す の
にその存在 場所 で あ る 「背 中」 で表 現 す るの はメ
トニ ミー表 現 の一っ で あ る。
再帰中間態用法
再帰中間態(cf。 国広,1996)と は底層 の概念
構造 「動作主体が+み ずか らを+他 動詞」 の 「み




な用法 で あ るが,「 流 す」 もこの用 法 で用 い られ
る。 この場合 の 「流 す」 の意味 は,流 れ る ものに
一般 的 に見 られ る特徴 的様 態 で あ る 〈ゆ っ くり滑
らか に移 動 す る〉 で あ る。
(1)タ ク シーが流 す。
(2)ギ ター・弾 きが盛 り場 を流 す。[A+L+V)
(3)プ ール で ゆ っ くり流 した。
上例 に見 られ る 「流 す」 は,ゆ っ くりと した移
動 を意 味 す る点 が共 通 して い る。 流 しの タク シー
は顧客 か ら呼 び止 め られ るのを待 ちなが ら走 って
い るので あ り,プ ール の例で は人 が力 を入 れ ない
で軽 く泳 ぐこ とを指 して い る。
「流す」の比喩的派生義
「流れる」の場合にまった く並行 しているが,念
のために代表的な用例 の形で示 してお く。
(1)打 球 をライ トの方向 に流す。
(2)麻 薬 を暴力団 に流す。〈不正 な方法で渡す〉
(3)音 楽を流す。 〈小 さい音量で比較的に長時
間演奏す る〉
(4)情 報を流す。〈伝える〉
(5)赤 ん坊 を流 した。〈流産 した〉
(6)質 に入れ た時計を流 した。 〈請 け出せな く
なって失 った〉
(7)会 議を流 した。〈不成立 に終わ らせた〉
「流す」の多義体系
「流す」 は 「流れる」 の使役形 と見 ることがで
き,そ の用法は 「流れ る」にほぼ並行 しているが,
多少異なっている点 もあ るので,念 のためにその
多義体系を示す ことにす る。上に示 した諸用法の
うち中心的な ものを簡単 な用例の形に し,そ れを
体系化 して示す。
「流す」の多義体系図





〈流動体が〉⑥ 「大水が橋 を流 した」
〈人間が〉














「ならう」 は通常 「倣 う ・習 う」 と書 き分 けら
れ,辞 書では両者を同一項 目扱 いする場合 と,別
項 目扱いす る場合 とがあ る。以下に説明す るよう
に,「 ならう」 の諸用法はほぼ同一の現象素を異
なったアスペク トで捉え ることにより生 じた もの
と見 ることがで きるので,全 体を一個 の多義語 と
見 ることがで きる。 このようなアスペク トの違 い
による多義 を 「アスペク ト的多義」 と呼ぶ。分析
の参考 として,古 い用法を一瞥 してお きたい。『岩
波 古』 には次のようにある。 この辞書では動詞 の
見出 しは終止形 の代わ りに連用形 による。
ならひ ナライ(細 部 は省略)《 ナラはナラシ
(平 ・馴)と 同根。物事 に繰返 しよく接する意》
①繰返 しによって馴れ っこになる。なれ る。②
見な らって練習す る。学習する。
①の意味を見 ると,そ こには 「繰 り返す」 と 「馴
れる」 という二っの要素が見 られ る。 さらに,繰
り返す動作には 「前の動作 と同 じこと」 とい う要
素が含 まれてお り,前 に行 なったことが 「見本」
とな っていることが分析 され る。 このことを参考







(2)見 本 と同 じことを繰 り返す。(経 過 アスペ
ク ト)
(3)繰 り返 しの動作 を通 じて技術 や知識を身
に付 ける。(結 果アスペク ト)
(4)習 得 の手助 けを して くれ る人。
古 い時代 には(1)の 段階 に 「対象 となる人ある
いは物」があり,(2)の 段階に 「最初 に接 した人 あ
るいは物 に繰 り返 し会 う」 という要素が加わ って
いたが,現 在 はこれは 「なれ る」によって表現 さ
れ るようにな り,「 な らう」か らは消えている。
高度の技術 や知識が対象 の場合は,習 得者 はひ
とりで見習 うだけで は十分 に効果が上が らないの
で,助 力者が必要 になって くる。 これが(4)で あ
る。助力者 は習得対象である素材の提供者で もあ
るのが普通である。
助力者 見本 繰り返す 結果
0 0 倣 う
0 0 ● 0
習 う
(経過 に焦点)
0 0 0 ● (結果 に焦点)
「な らう」の現象素
「な らう」の現象素が意味するところは,「倣 う」
〈ある事を見本 として,そ れに従 う[岩 波国]〉 で
は 「見本」 と 「繰 り返す」の要素 のみが関与 して
お り,「 習 う」 〈繰 り返 しやってみて(知 識 ・技術
を)覚 え,身 につけるようにす る。 また単に,お
そわる。教えを受ける。[岩波国]〉で は 「助力者 ・
見本 ・繰 り返す ・結果」のすべての要素が関与 し
ているが,状 況によって繰 り返す過程に焦点がお
かれる場合 と,習 得 という結果 に焦点がおかれ る
場合 が区別 され る。 また助 力者 と見本 にっ いて
も,状 況 によ って どち らか片 っ方 に焦点 がおか
れ,焦 点がおかれない方 は表現 されないことがあ
る。






なか った。(過 程に焦点。助力者 は焦点外)
いま中国語 を習 っています。(同 上)
日本語がお上手 ですが,ど こで習 ったので
すか。(結 果に焦点)
フランス語 はN先 生か ら習いま した。(助
力者 ・見本共 に表現)
小学校ではN先 生 に習 いま した。(見 本 は
焦点外)
「な らう」の対象は 「倣 う」では見本でよいが,
「習 う」では意味内容が少 し変化 して,「 技術 ・知
識 ・言語能力」などの 〈習得内容〉 とい うべきも
のになる。従 って多義 の記述にあた つては,そ の
ような点に留意 しなければな らない。
「な らう」の多義記述
①[倣 う][対 象 にV]人 ・前例などを見本 とし
て,そ れと同 じ行動を取 る。「最初 は手本 にな らっ
て練習す るのがいい/先 生 にな らって私 も煙草を
やめま した/右 へな らえ!〈 整列の ときの号令〉/
(比喩的)親 会社が改革 に踏み切 った ら,子 会社が
一斉 に右へ倣えを した/ひ そみ にな らう」
②[習 う][人 に/か ら対象をV]指 導者 に導か
れて,対 象(技 術 ・知識 ・運用能力)を 繰 り返 し
学ぶ(こ とによって身 に付 ける)。 「私 は兄か ら囲
碁を習 いま した/い まピアノを習 っています。」




「ぬう」の典型 的な動 きは,二 枚 の布,切 れた皮
膚 などを針 と糸を用いて くっっけることである。
縫 い方 にもいろいろあ るが,そ こに共通 して見 ら
れるのは,針 と糸がジグザ グの動 きをすることで
あ り,こ れが 「ぬ う」の最 も特徴的な点である。
派生義 もすべて このジグザ グの動 きに基づいてい
る。一般の辞書の記述 も,結 果 目的語用法が見逃
されがちである点を除けば,ほ ぼ問題がない。
ぬう[縫 う][対 象を(道 具で)(様 態に)V]
①(基 本義)一 枚 の布 の表 と裏,あ るいは二枚
の布の双方の間に糸 を通 した針を行 った り来 たり
・:
させて通 す。切れた皮 膚 を一続 きにす るため に
「縫 う」(縫 合する)こ ともある。「洋服のほころび
を縫 う/傷 口を四針縫 った/ミ シンで洋服を縫 う/
蒲団を刺 し子 に縫 う。」(参 考)「 くける,か が る,
まつ る,し つける。」「運針」,「空針(ソ ラバ リ)」。
縫い方の種類 は 「縫い」の項にまとめて示 されて
いる。
②a(結 果目的語)[布 製品をV][材 料を布製
品にv]布 などを縫 う(=①)こ とによって布製
品を作 る。「着物を縫 う/雑 巾を縫 う/古 い シャッ
を雑 巾に縫 う」
②b(結 果 目的語)布 を縫 う(;①)こ とによ っ
て,布 の表面に模様 ・文字などを描 き出す。刺繍
する。縫 い取 る。「このシャツの襟 には持ち主の頭
文字が縫 ってある。」
比喩義
③(様 態的)物 と物の間を ジグザグに進 む。「人
ごみを縫 って歩 く。」
④(様 態的,古 風)〔 矢などが鎧やか らだをV]
矢 ・槍 ・などの鋭い武器が貫 く。
⑤(時 間的)飛 び飛 びにある仕事 などの合間を






「ぬ く」とい う動詞 の意 味用 法 につ いて は,以 前
に 柴 田 他 編(1976:153-155)で 一 応 の考 察 を 行
な って い る。そ こで は 「ぬ く」の基本 義 につ いて,
「つ ま り,ヌ クは,容 器 と内容 が一 体 とな って一 っ
の完全 な構 成体 をなす場 合 にっ いて用 い られ る ら
しい とい う ことで あ る。」と述 べ て いる。この結 論
につ いて は基本 的 には今 も変 わ って い ない。 しか
し,そ こでは 「競争相手を抜 く」,「セ ンターの頭
上 を抜 く三塁打」 という問題 のあ る用法 につい
て,現 行のすべての辞典 と同 じく,他 の 「抜 く」
の用法 と同列 に扱 って いる。その後 この用法 は
「波が岸に寄せ る」の 「寄せ る」と同 じく再帰中間
態用法であると考え るようにな った。 ここでは特
にその点 に注意 して記述 してゆ く。国語辞典にお
けるこの用法の扱 いはまちまちである。『新明解』
はこの再 帰中間態用法 をま とめて 自動詞扱 い と
し,「ぬ く」の項 の第一義 としているが,『学研現』
は 「左中間を抜 く」の方 は自動詞 とし,「実力は彼
をぬ く」の方 は他動詞用法の末尾 に置 いている。
『三省堂』 その他のほ とん どすべての辞書 は他 の
他動詞用法 と区別 しないで扱 っている。 ここでい
う再帰中間態用法 というのは,「抜 く」は基本 的に
は他動詞であるけれども,底 層 の 「主語 が自らを
…か ら抜 く」の 「自 ら」が表現 されないために
,
表面的 には自動詞 のように見えるとす るものであ
る。上例 の 「競争相手 ・セ ンターの頭上」 は 「道







例 によ って 『三省堂』の記述を中心にほかか ら
も資料 を加えて,「抜 く」の多義性 を簡単な用例 の
形で捉 え,説 明を加 えてゆ く。多義の全体は大 き
く四つの群に分けることがで きる:1.基 本 の物理
的な分離。IL部 分転用。III.抽 象化。IV.再 帰中
間態。
ぬ く(基 本義)〈本体 あるいは容器か らその構成的
一部分 あるいは内容を現象素 に示すよ うな方向に
分離する>
1.物 理的 な分離(基 本義)
(1}「 刀を抜 く」(『三省堂』の①。以下丸 に囲 ま
れた数字は この辞書の ものを しめす。)
鞘が容器 で刀 はその内容 である。刀 が鞘 に納
ま っている状態が通常で,抜 く対象物 はこのよ う
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に典型的には細長 い物である。「抜 く」が用い られ
る場合の前提 として,抜 かれ る一部分は本体 と密
接 に一っの構成体をな しているとい う認知がある
という点が重要である。 さらに,形 の上で は,抜
かれ る一部分が細長 いか,本 体に形状的に中心軸
が通 っている必要がある。
抜かれるものが細長 くな くて も,本 体の方に中
心軸が認め られる場合:「 桶の底を抜 く/指 か ら指
輪を抜 く。」
本体に中心軸が認 め られなくて も,抜 かれ る一
部分が細長 い場合:「 虫歯 を抜 く/手 術 の糸 を抜
く/し らがを抜 く/猫 のひげを抜 く。」
「競争相手 を抜 く」 のよ うな行動を指す場合 は,
走 っている人間の行動が直線的であるので,こ れ
が細長 さに準 じて認知 されていると考え られる。
II.部 分転用
基本義の中に含 まれ る く分離〉 の要素に焦点を
合わせ,対 象物が細長 くもな く,ま た分離の動 き
が線的で もない場合を 「部分転用」 として ここに
区別す る(cf.国 広,1982)。 この用法はさらに,
分離す る物が有用 な物 の場合は 〈獲得〉 となり,
不要 な物 の場合 は く除去〉となる。〈獲得〉の場合,
本体 の一部 を獲得 す るわ けで あるか ら,そ こに
〈選択〉 の要素 も加わる。
(2)(選 択 ・獲得)「人材を抜 く」(③)/「 倒産を
抜 く。」(⑪)
「人材を抜 く」は多 くの候補 の中か ら特定の人
を選び出 し,獲 得することを言 う。「倒産を抜 く」
の方 は新聞社の話であり,多 くのニュースの中か
ら倒産 のニュースを選び出 したと解するな らば,
ここの用例 とな る。 しか しもう一つの解釈の仕方
も可能である。 それ は後述の再帰 中間態の用法 と
見 ることである。っ まり,〈倒産 の報道に関 して他
社を抜 く〉 と解するのである。 どち らかが妥当な
のか,そ れとも構文的に曖昧なのか,い まは結論
を保留 してお く。類例:「 財布を抜 く(⑤)/夫 の
財布 か ら一万 円札 を抜 く/(囲 碁)相 手 の石 を抜
く」
(3)(除 去)「風呂の湯 を抜 く(②)/空 気を抜 く
(②)/し みを抜 く(④)/骨 を抜 く(④)/文 字を
白く抜 く」
前項 の獲得の用例 として 「相手 の石 を抜 く」 を
示 したが,こ れは同時に(除 去)と も捉え ること
ができる。これは同時に認め られる 「多面的認知」
の例 と見 ることができよ う。類例:「(食 事療法 と




義の 〈本体〉 に相当するところが く行動の体系〉
であり,そ の一部分を 「抜 く」点は 〈省略す る〉
であ る場合 である。 もう一 っ は,出 すべ き力 を
〈減 じる〉場合である。
(4)(省 略)「 手 を抜 く(⑥)/昼 食を抜 く」
「手 を抜 く」とい うのは,何 かを作 るための作業
手順 という体系の一部を不正 に省略することを指
す。 「手」 は 〈手順〉 の意である。 「昼食を抜 く」
とい うのは 「朝食一昼食一 夕食」 とい う一 日の食
事体系の一部 を省略するということを指す。
(5)(減 量)「 力を抜 く」(⑥)
これは 「出すべ き力」(総量)の 一部を減 じるこ
とを指す。
IV,再 帰中間態





とも言 うことができる。前者の 「三人」(;三 人 ほ
ど)は 数量副詞であり,後 者 の 「三人 を」 は場所
目的語である。これは(2)の 「人材を抜 く」と表面
上 はまった く同 じ構造 を しているが,文 法構造 は
異な るのであって,「人材 を」の方は対象 目的語で
ある。「三人 を」 の方 は,〈 三人分 ほど共 に走 って
いるグループの中か ら自らを前方へ抜 き出す〉 と
い うことである。 このよ うな現象の説明のために
も,一 般にはあまり採用 されていない 「場所 目的



















斜線をほどこした丸 は 「三人を抜 く」の 「三人」
を示 している。
「ピ ッチ ャーの また ぐ らを抜 く」 を十 分 な表 現
に改 め るな らば,「 打 球 は ピッチ ャ ーの ま た ぐら
を抜 く」 とな る。 この場合 ピ ッチ ャーの また ぐら
は打 球 と して は通 過 して は な らな い境 界 線 で あ
り,そ の境 界線 内(;基 本義 の 〈本 体〉)か ら打 球
が それ 自体 を抜 いた,と い う ことで あ る。
『三 省堂 』が示 してい る定義 中,上 に取 り上 げ な
か った もの と して,「 ⑩(文)攻 めお とす。 「城 を
抜 く」」が あ るが,こ れ は現用 法 で はな い と言 え る
ので,省 略 した。以 上 を体 系的 に ま とめ ると,次
の よ うにな る。
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